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消防署の指導を受けての消火訓練

役員の皆さん（前列左から3人目が石渡会長）

堀の内連合町内会
　堀の内連合町内会（堀の内連町）は、四つの町内会が加入して
います。団結力が強く、年に1回の春日神社の祭礼や毎年春と秋
に行う京急堀ノ内駅前花壇の整備など、さまざまな行事を積極
的に行っています。

　堀の内連町では、毎年９月
に自主防災訓練を行ってい
ます。昨年も約２００人が参
加しました。訓練では、消火
訓練や応急救護、煙体験訓
練の他、非常食作りを体験し
ました。
 またあらかじめ町内会ごと
に一時避難地を決めておく
ことで、実際に被災した場合
の混乱などを防ぐ対策も
行っています。
 会長の石渡誠二さんは「高
齢者が多い地区なので、市
と協力して独居老人を把握
し、みんなで助け合いたい。
高齢者の集まりも多くある
ので、交流を深めて住みよ
い町にしていきたい」と語っ
てくれました。
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　自家製グアンチャーレは簡単に作れます。豚ト
ロ（200g）の全体に10gの塩を振り、ラップで包
んで空気を抜き、チャック付き袋で密封。冷蔵庫
で3日ほど熟成させれば完成！残りは冷凍保存を。

　公郷中学校は、校訓（学校目標）の「楽校のココ
ロ」を基に、安全・安心で「つなぎ」を大切にした学
校づくりの達成を目指しています。ユニバーサル
デザインの視点に立った授業の組み立てや教育
環境の整備を図りながら、生徒・教職員が共にい
じめや学びにくさのない、楽しい毎日を送れるよ
う努力・改善をしています。具体的には、全教師
が毎回の授業で視覚・聴覚・運動覚の観点に重きを置き、授業改善に取
り組んでいます。
　また研究テーマを「小中のつなぎを生かし、支援教育を基盤にした安全・
安心な楽校づくり」とし、生徒の持つ特性を義務教育の早い段階で認識
し、特性に合った支援をすることを目標に、学区内の小学校と定期的な情
報交換会や合同研修会を行い、９年間の学びの継続を図っています。
　そして、小中連携支援会議や交流合唱など、日々の中での各分掌・授業
交流を図り、行動連携（交流＝つなぎ）を進めています。

　また地域連携の一つとして「合同防
災訓練」を行っています。これらを通し
て豊かな地域の土台にしっかりと根を
生やし「地域・日本の宝物である子ど
もたち」を「地域・日本の後継者」に育
てていけるように、地域・家庭・学校
が役割を分担し一体となって成長し続
けていきたいと願い、日 「々つなぎ」を
深めています。

●開校：昭和46年（開校42年目） ●住所：公郷町５の81
●生徒数：351人　●学級数：12（特別支援学級２含む）

ユニバーサルデザインの研究授業

プロの料理人から一言プロの料理人から一言
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